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新潟市内野 の伝承音楽に おける中立音程

森 下 修 次

Ⅰ は じめに

中立音程とは西アジアに顕著とされる短音程より

広く長音程より狭 い , 長音程と短音程 の 間に位置す

る音程を示す ことば(1 )
で ある｡ 半音より狭 い音程で

ある四分音も こ の中に含まれる｡ 日本で は学校教育

をはじめポピ ュ ラ
ー

音楽なども1 2音律が基にな っ て

い る｡
1 2 音律は最小単位が半音なの で , 半音の さら

に半分 の 音程 である四分音は現代曲を除 い て ほとん

ど意識される ことがない
｡ しか しながら世界や日本

の 伝統音楽 で はそうい っ た半音よりあきらか に狭い

音程が使われて きた｡

例えば西ア ジア の音楽以外で も, 北米 で発達した

J a z z で は長3 度と短 3 度の 間 の 音程を ピアノ で表

現するため に和音の長 3 度音と短 3 度音を同時に弾

く Bl u e n o t e とい われる音が知られ て い る
(2 )

｡ 南ア

ジア, 東南アジア で はイ ン ド音楽やイ ン ドネシ ア の

ガム ラ ン音楽などが1 2 音律とは明らか に異なる音

律, 独特に響きを持 っ て い る ことが知られて い る｡

で は, 日本音楽 で はどうか
｡

日本の伝統音楽は雅楽の音楽理論が基調にな っ て

い ると思われる｡ 雅楽の音楽理論は, 1 オクタ ー ブ

を1 2 の 音で構成する ことを導き出した 三分損益法を

基 に した中国の 音楽理論が基にな っ て い ると思われ

る ｡ 三分損益法は西洋 の ピタ ゴ ラ ス音律を共通点が

多い といわれて おり, ピタ ゴ ラ ス音律と同じ1 2 音律

である
｡ また, 実際の音楽の 構成音となる音階の構

造は西洋音楽と雅楽 の音楽理論で構造的部分を含ん

で 共通点が多 い
｡ そ の ため後世 の 日本音楽 に 一 番影

響を与えたと い われ る仏教音楽 - 声明も現存する理

論書を見る限り雅楽 の 音楽理論を用 い たも の が多

い ｡ 声明 で は雅楽 の 音階 の 理論 を基 に しなが らも
｢ ユ リ｣ ｢ ス グ｣ と い っ た用語で表され る声明独特

の 表現法を確立 し, それが様々 な日本 の 古典音楽 に

影響を与えて い ると考えられ て い るo

そ の ことと直接的関係があるかどうかは定か で な

い が, 兼常は日本民謡に関する研究で ｢ ほとんどあ

らゆる周波数の 音が連続 して奏されるとい う点は,

これが 日本民謡 に特有 の現象なの か, そもそも世界

の声楽に つ きもの の現象か -

｣ と中立音程 の 多さを

指摘し て い る
(3 )

｡ ま た, 大塚 は 三味線 にお い て ,

｢ 商｣ や ｢ 羽｣ とい っ た音で 1 音程度 の範囲のうち

で任意 の 音高になるという現象に つ い て ｢ 臨機音高

組織｣ とい うことばで説明しようとして い る
(4 )

o こ

れも中立音程 の 一 種であると考えられる｡

こ の ように中立音程, すなわち四分音や微分音 の

存在がすで に述 べ られて おり, 我々 の 身近な日本音

楽にも存在する ことが示唆されて い た｡ しか し, 普

高はあくま で1 2 音律による考え方があくま で中心 で

あり, イン ドや中近東の音楽 の ように 1 オク ラ - ブ

を1 2 より多 い数で成して い る音律という概念で はな

か っ た
｡

現代 の学校音楽教育で は1 2 音律 (平均律, 純正律,

ピタゴ ラス 律) が よく, それ以外の音律 で 歌うと｢音

痴｣ とされかねない状況 で ある ことは否めない
｡

し

かも, 日本における音響学的ある い は知覚認知的音

律 の研究は12 音律を除 い て はなはだ不十分な状況と

言わざるを得ない
｡ も し, 1 2 音律以外 の ｢伝続的音

律｣ をも っ た児童生徒が音楽の 授業の なか で , 1 2 音

律に適合できず ｢伝統的音律｣ で歌唱すれば, そ の

児童生徒は文化的正当性 を評価されな い ばかりか

｢音痴｣ の 賂印を押されて しまい , 音楽的自尊心 を

喪失して しまうだろう. ただ, 幸い なことに, こ の

1 , 2 年は学習指導要領 の 改訂に より, 日本 の 伝統

的歌唱法や器楽が重要視され , 現場 の授業 に 反映さ

れ つ つ あり, そ の 点は良 い 方向に向か っ て い ると評

価できよう｡

日本に お ける音響学的ある い は知覚認知的音律 の

研究 に お い て は, マ ス メ デ ィ ア の 発達 に より地域 の
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中で確実な伝統的音律感をも っ た人が見 い だせ にく

くな っ て きた こ とから, 測定機器 の 発達して きた に

も関わらず研究が難しく っ て きたと思われる｡ しか

しながら, 幸 い なことに, 大学 の 地元, 内野 の 祭礼

音楽を調査するうち, 偶然見い だせた の が次に述 べ

る音楽で あ っ た ｡

Ⅱ 新潟市内野地区の 伝統音楽

新潟市内野地区は新潟市 の 西方にあたり, 薪潟大

学五十嵐地区 の 地元 でもある｡ 新潟県内 の 地域 の伝

統音楽は実はかなり盛んで ある｡ か つ て 各地で活動

して い た菅女も新潟が最後で あ っ た｡ 各地区はそれ

ぞれの特色をも っ て , 今で も祭りや儀式 の 中心的役

割を担う形で 伝統音楽を保持して い る｡ 新潟市内野

地区で は毎年春と秋 の 2 回内野祭を催し て い るが,

特に大規模な行事に なる秋 の 大祭は毎年 9 月1 4 - 1 5

日 に行われる｡ 祭 の 準備などは 9 月に 入 ると各町内

で 行われる
｡

1 3 日夕刻に は内野四 つ 角付近に交通規

制を行い , 民謡流しが始まる｡ 民謡流しで は内野小

唄, 新潟甚句, 佐渡おけさが演奏される ｡
1 4 日1 5 日

は祭り の 中心行事として 山車が内野四 つ 角を中心 と

した各町内を練り歩く｡ 山車は先太鼓 に先導され

る｡ 山車 の 中で は町内各 に それぞれ異な っ た音楽が

演奏されるが, 三味線まで 乗せた山車は現在で は七

番町 (稲荷町) のみである ｡ そ の とき の 様子を写真

1 に示す｡

写真 1 内野七番町 の 山車 ( 200 1 年9 月1 5 日)

私は2 0 0 1 年より内野祭 の 音楽 に つ い て 共同で 調査

し て い る
(5 ) ( 6 '

が , こ こ 七番町 の 山車で演奏される 三

味線音楽に 西洋音楽とは明らか に 異なる音程を見 い

だせた ｡ それ に つ い て 以下 に 述 べ る ｡

Ⅲ 測定方法と結果

七番町 の 山車はトラ ッ ク に荷台を利用 したも の

で , 演者として 三 味線 3 - 5 名, 篠笛1 - 2 名, 太

鼓 1 名が乗車し, 演奏する｡ 最近は若い学生が演者

として 乗る こ とも多くな っ た
｡ 測定には祭の時, 也

元で 三味線を演奏されて い る7 0 歳台の 女性の方 1 名

にお願 い し て , 練習時 に単独 で録音させ て もら っ

た｡ また, 地元 の 方 の 演奏と比較するため に , プ ロ

の 三味線奏者 (長唄) の方にも収録を依頼 した｡ な

お, プ ロ の 奏者には通常 の 演奏 の 他, か つ て し ばし

ば演奏されて い たと いうピ ッ チを記憶を頼りに再現

して もら っ た演奏 の , 合計 2 種類 の 奏法 の 演奏をし

て もら っ た｡ 演奏曲目は ｢ 数え歌｣ である.

収録音は コ ン ピ ュ
ー

タを用 い た ｡
N T T ア ドバ ン

ス テクノ ロ ジ社 ｢ 音声 工房｣) で周波数分析 し, 得

られた周波数をセ ン ト に変換した ｡ 図 1 はそ の 結果

である｡ なお, 図 1 凡例 の ｢ プ ロ｣ とは通常演奏の

こ とを示し ｢ プ ロ (変) ｣ とは再現して い た だ い た

弾き方を示す｡
｢ 地元｣ は地元の方に演奏して い ただ

い たもの で ある｡

ひ と
-
) と や - あ L ;h と よ あ け れ げ に き や か

図1 3 つ の演奏の pit c h と平均律の差の比較

( 3 の弦, 開放弦を± 0 セ ン トとする)

また, セ ン ト の 値を元に 相関係数を求めた ｡ 結果

は表 1 に ように な っ た ｡

｢ プ ロ｣ - ｢ プ ロ (変) ｣ が - 0 .3 8 ,
｢ プ ロ｣

- ｢ 地元｣

が - 0 .5 7 ,
｢ プ ロ (変) ｣ - ｢地元｣ 0 .6 3 で ,

｢ プ ロ (餐) ｣

- ｢ 地元｣ の 相関が比較的高 い と い える
｡

こ の こ と か

ら地元 の 方 の 演奏する 三味線 の ピ ッ チ は古 い 形を残

し て い る可能性が ある こ とが示唆される｡
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表 1 三種の演奏の相関係数

奏者 地元

プ ロ
-

0 .5 7 プ ロ

プ ロ (変) 0 .6 3 - 0 .3 8

｢ 地元｣ の演奏は主音で ある C 音を 0 セ ン トに考え

ると ｢ ひとつ とや - あ｣ の下線部分が 3 度音程で あ

るが , 相対的に平均律より低め の 音程で ある
｡ すな

わち, C 音と E 音は長3 度であるが20 セ ン ト分だけ

低くな っ ており短 3 度音程に近づ い て い る｡

｢ プ ロ (通常) ｣ の 演奏はちょうど ｢地元｣ と反対

の形にな っ て い る . すなわち E 音を高めに演奏する

ことにより, 次の F 音との音程感がなめらか ににな

るよう音程が とられて い ると考えられる｡ そ の こと

は次 の F 音が40 セ ン トも低めに演奏され て い る こと

からも示唆される ｡
こ の F 音は長 2 度下が っ て E 音

に移行する ことも F 音が40 セ ン ト低い 理由だと思わ

れる｡ こうい っ た ｢ プ ロ ( 通常) ｣ の 演奏は, 西洋

音楽, 特にプ ロ の 演奏で はしばしば見られる形態で

ある｡

あと の 部分も ｢ 地元｣ は ｢ プ ロ (通常) ｣ と かな

りの 部分で相反して い る｡ 反面, 古い時代 の 記憶を

元に再現 して もら っ た ｢ プ ロ (変) ｣ の 演奏とは変

化の 方向が同じとこ ろが多い
｡ ただ し,

｢ プ ロ ( 変) ｣

ほど変化は極端で はない ｡

こ の こ とから, 現在とは違 っ た音程感の 音楽が存

在し, 現在もそれが新潟市内野に残 っ て い たと考え

られる ｡

Ⅳ 心理実験と結果

上記 2 で得られたデ ー

タを元に M Ⅱ)Ⅰデ ー タを作

成 し, 音源 を用 い て 刺激として 提示 した ｡ 音源は

ロ
ー

ラ ン ド社 s c -88 p r o で音色は S h a m i s e n を使用

した｡ 提示刺激は実測値から作成 した 3 つ に, 1 2 平

1 41

均律で作成したもの を加えた 4 つ の 刺激にとした
｡

提示順序は ラン ダム で あ っ た
｡ 被験者にはラウ ドス

ピ ー

カ
ー を用い , 被験者 の聴きやすい音量 で提示 し

た｡ 被験者には, 三味線音楽として の 音程により相

応 しいもの を選ぶ ように指示をした ｡ 被験者は 3 名

なの で 統計処理 は行わなか っ た
｡ 表 2 に結果を示

す｡

被験者が 3 名と少ない の で断定は できない が , 令

唱 コ ン ク ー ルなどで よく用い られる審査集計方式 の

ひと つ で ある新増沢方式によりまとめると表 2 の最

下欄の ような結果になる｡
これによると ｢ 地元演奏

者 の 音程｣ が 一 番指示されたとい える ｡
｢地元演奏者

の音程｣ が被験者 A , C で 1 位, B で 2 位で あ っ た

ことから3 名の被験者は三味線音程として ｢ 地元演

奏者｣ をよい と感じ て い ると考えられる｡ 他方 ｢ プ

ロ (変) の演奏｣ は, 演奏者自身好ま しくないと感

じて い る音程な の で下位に位置する の はも っ ともだ

と思われるが, 普段聴き慣れ て い るはずの ｢ 平均律｣

も評価が分かれる｡

これらの結果から若い 学生 の被験者と老年 の地元

三味線演奏者と の 間には, 年代が異な っ ても共通す

る音程感をも っ て い る可能性がある ことが示唆され

た ｡

Ⅴ まとめ

これらの測定お よび実験により, 内野 の 伝統音楽

にまだ, 古い時代の 音程感が残 っ て い た ことが見い

だせた ｡ しかも, 現代の 大学生にもまだその 感覚が

残 っ て い る可能性も示唆された｡ ただ, 今回は測定

や実験の数が少なく, こうだと言い切れるだ けの 証

拠はそろ っ て いない ｡ しか しながら, 今回見 い だせ

た現象は新潟市内野にの み存在する の で はなく, 日

本全体に存在すると予想 して い る｡ 更に多く の 調査

と実験を続け, 日本人の音程感を明らか にして い き

た い
｡

表 2 3 名 の 被験者 ( 音楽専修学生) の 三味線音楽に ふ さわし い と思われる音程判断 の結果

被験者 ふさわしい - 順序結果 - ふ さわしくな い

A ( 三 味線経験有) 地元 平均律 プ ロ プ ロ ( 変)

B プ ロ 地元 プ ロ (変) 平均律

C 地元 プ ロ 平均律 プ ロ (変)

結果 地元 プ ロ 平均律 プ ロ (変)
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∈3) 柴田南雄 (1 97 8) 音楽 の 骸骨 の はな し一日本民

謡と1 2 青書楽 の 理論一 昔楽之友社 p p . 59-6 2

プ ロ の奏者, および地元 の 方々 に はた い - んお世 (4) 大塚舞子 (1 9 95) 三味線音楽 の音高理論 音楽

話に なりました ｡ お礼申 し上げます｡
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